
　再び全国的に新型コロナウイルスの感染拡大が続く中、桶川市でも、７月の１か月間で新たに10名を超え
る感染が確認され、更なる感染拡大が懸念されております。
　そうした中、今回６億円を超える「桶川市新型コロナ対策支援パッケージ第２弾」を取りまとめ、７月31日
の臨時市議会で補正予算が可決されました。
　引き続き、市民の暮らしを支えるための更なる支援を行うとともに、感染予防のための環境整備を進めて
まいります。
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新型コロナ対策支援パッケージ第2弾実施!
総事業費　６億４２００万円（市単独事業：3億7400万円／国庫補助事業：2億6800万円）

新型コロナウイルスに関する
桶川市の最新情報は
新型コロナウイルス関連特設サイト
https://www.city.okegawa.lg.jp/covid_19/index.html （討議資料）

〈ホームページ〉
https://ono-katsu.net

〒 363-0009　桶川市坂田東3-8-5
℡ 048-729-1666　℻ 048-728-1151

小野かつのり後援会

子育て支援 1億700万円

●新生児特別定額給付金
特別定額給付金の基準日の翌日以降に生まれた新生児1人あ
たり10万円を支給します。
（Ｒ2年4月28日～Ｒ3年3月31日生れの新生児）

●保育所等環境整備事業
保育所等の感染予防対策を実施します。 国庫補助事業

●ひとり親家庭等臨時特別給付金
子育てと仕事を一人で担うひとり親家庭等を支援するため、1
世帯あたり5万円を基本に支給します。 国庫補助事業

事業者支援 300万円

●市内循環バス支援事業
市内循環バスを運行する事業者の感染予防対策を支援します。

●中小企業相談申請支援事業
桶川市商工会が行う、国・県の持続化給付金事業や融資制度
等に関する相談体制を強化します。
（６月補正予算により実施中）

生活支援 1億1,400万円

●インフルエンザ予防接種費用助成事業
全市民を対象にインフルエンザ予防接種費用を助成します。

●水道料金軽減支援事業
基本料金の２か月分（7、8月検針分）を全額免除します。
（実施主体：桶川北本水道企業団）

●防災用品確保事業
災害時のコロナに対応した避難所運営のための環境を整備し
ます。
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熊本県人吉市へ災害支援物資を運搬
　去る７月18日、「令和２年７月豪雨」により甚大な被害を受けた
熊本県人吉市へ、埼玉レスキューライオンズクラブのご協力のもと、
桶川市と桶川ライオンズクラブからの災害支援物資を運搬してい
ただきました。
　埼玉レスキューライオンズクラブさんには、これまでも、平成27
年の「関東・東北豪雨」、平成28年の「熊本地震」、平成30年の「平
成30年７月豪雨」、令和元年の「台風15号」「令和元年東日本台風」
の際にも、被災地へ市の救援物資を運んでいただいております。
　この度の豪雨災害により犠牲となられた方々に、謹んでお悔や
み申し上げますとともに、被災された皆様に心よりお見舞い申し上

「桶川飛行学校平和祈念館」いよいよ開館
　８月４日㈫、「桶川飛行学校平和祈念館」が開館しました。
　桶川飛行学校平和祈念館（旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場）は、
現存する旧陸軍飛行学校の遺構としては、全国唯一の大変貴重な
建物群で、今から83年前の昭和12年６月３日に開校し、陸軍少年
飛行兵の実技教育施設として、延べ1,500～1,600人の学生が訓練
を受けたとされております。開校から８年後の終戦の年となる昭和
20年に閉校となり、同年３月には、特別攻撃の訓練施設として使
用されました。
　終戦後、この分教場には、GHQが１年ほど駐屯しておりましたが、
その後、大陸から引き揚げてこられた方たちなどのための市営住
宅として、市（当時は川田谷村）が国から借り上げ「若宮寮」という
名称のもと、一時は、64世帯、300人ほどが暮らしていました。平

連携協定を締結し、本格的に復原整備に取り組み、多くの関係者
の皆様のお力添えをいただき、ようやく実を結ぶことができました。
　今年、桶川市は市制施行50周年を迎えます。そしてまた、本年
は戦後75年の節目の年にあたります。戦争を経験された方々も
年々少なくなっております。一群の建物が復原されたこの場所で、
何かを感じていただきながら、平和の尊さを広く発信していくこと
のできる施設として活用していきたいと考えております。
●桶川飛行学校平和祈念館
　桶川市大字川田谷2335番地の16　電話：048‐778‐8512
　入館無料／9：00～16：30／休館：月曜、毎月末日、年末年始

の署名が提出され、市は平成
22年に国から土地を購入しま
した。平成25年には有識者か
らなる検討委員会から「提言」
をいただき、平成26年からは
整備、保存活用に向けた各種
調査、検討を重ね、平成27年
には、ものつくり大学と官学

学校教育支援 3億8,900万円

●小中学校給食費助成事業
市内小中学校すべての児童生徒の2学期分給食費の半額を助
成します。

●児童生徒の心のケア事業
学校の休業に伴い、悩みを抱える児童生徒の心をケアするため、
相談員を配置します。
（６月補正予算により実施中）

●教育指導補助員の充実
きめ細かな指導を行うため教育指導補助員の充実を図ります。

国庫補助事業

●小中学校学習用端末整備事業
ICTを活用した新たな学びの場を創出し、オンライン授業など
を見据えた1人１台の端末とデジタルコンテンツ等を整備します。

国庫補助事業

医療・福祉活動支援 1,800万円

●福祉施設応援事業
感染のリスクが高い中、福祉サービスを提供する福祉施設を支
援します。
•高齢者施設 15万円 × 42法人
•障害児・者施設 15万円 × 18法人

●医療機関応援事業
感染のリスクが高い中、診療を行う医療機関を支援します。
•地区医師会 15万円 × 34機関
•歯科医師会 15万円 × 25機関

感染予防対策 1,100万円

●庁舎等感染予防対策事業
サーマルカメラ購入、飛沫防止対策

●自治会感染予防対策事業
感染予防対策を実施する自治会に補助します。

げます。
　また、被災地の一日も早い復興をお祈りいたします。

成19年３月に最後の住人の方が転出
され、その後、「旧陸軍桶川飛行学校
を語り継ぐ会」により、保存に向けた
活動が始まり、平成21年に、「旧陸軍
桶川飛行学校を語り継ぐ会」から
14,000筆の保存活用についての要望


